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濃あるいは魚軽変形を特徴とする疾患であり,授乳はそ

の原因ではないが,症状を悪化させることのある因子の

1-.)である.発症年齢は2O-3O歳代〔])臣 ､婦 /＼に多く,

かつ初回妊娠が8割位を占めている, しかし,後続妊娠

をこよって再発することは非常に稀であり,次回妊娠を回

避させる必要はない.治療としては,臥床またはギプス

による安静,免荷をはかり,療病刺子Ca製剤, ピタミ

ソD,カルシ トエソなど碍薬物を適宜使欄することをこよ

り数ヶ月以内に軽快 し,予後は良好である.

原因は不明であるが,大多数殿症例でつぎの妊娠時に

症状の再発や病変の増悪をみていないこと,及び妊娠の

繰 り返 しに｣1-､て発症 していない二十 日 ).妊娠時に当

然おころべくCこ-1lciotropiL.llmITll(meS(り変化が ･適性

をこ障害されたためではないかと考えられている5).

お わ リ に

泰症は非常に稀な疾患であるが,経娠 書分娩と関適 し

て腰背部痛を訴える症例のなかをこぼ,本症が潜在 してい

る可能性があるので,注意深 く観察 していく必要がある

と思われた.
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densitybecamelower.

Thereproductibilityoft･hismethodwas CV:2.0-4.1年フinhumanand 0.67qi in
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.目的 l

この度 DPA 法による骨髄定露装置が導入されたの

で,装置の性能について検討 した.

[使用機器]

DPA 装置 DuALOMEX HC-1浜松ホ トニクス株式

会社製

中外製薬株式会社販

売

[方法1

本装置はガンマカメラを用 いた DPA 装置で,主 に

腰椎の骨塩量を測定 し 線源には 153Gd50mC毒を使用

している.

i53Gdは半減期 242札 放出 γ線エネルギ-は 嶺娘eV,

100keV の放射性核種である.

被曝線量は入射皮膚面における空中線最を,電離層隼 --

ベー メ- タ州により測定 した.再現性は健常者 2名によ

り,週 1軋 計 5回の測定 より,変動孫数 CV-(標準

偏差)/(平均値巨机 00%により求めた.

種々の基礎的実験には,付属のキャリプレ-一一シTTソ用 7ァ

ン巨-ムを用い,収集条件を変えて測定を繰 り返 L,紘

果を検討 した.

[測定原理ー3

図 1のように 153Gdを置 き, 7線がソフ トテ ィッシュ

(軟部組織)および骨 を通過 し 検出器まで到達 したと

Lます.ここで,ヨ53Gd より出る才r線の 100keV と 44

keV の 2つのエネルギー-のみに斎目します.

1川)kt-＼:に-)い て:

100keV の Y線が ソフ トテ ィツシ:Lと骨により

減衰する割合

(IIOO/I去榊)は

IIOO/IAoo-exp-(l3三00l旦p+il墨拙M指M,3

iCK):ソフ トティ ツ シ=f雄)100keV の質量吸ただ し fl且

収係数 (cm2/a)

1(抑 :骨の 100keV の質最吸収係数 (cm2/屠)l12

11 :ソフ 萱､ティヅシ:Lの厚 さ (cm)
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b()nelllineraldensity wast･hicknessor ab-

bonerl.1ineralanalysis,bonemineral

万 ドり∴ウムー153

p :ソフ トテ でツシュの密度 (g/cm3)

MH＼l:骨胤鼠 (L.gi.11121

I㌘ :吸収体通過齢 )洩 eV､の光子数

Ⅰ孟00 '/ 10(1k(､＼: !,

Ⅰ44 :吸収体通過後の 舶keV の光子数

lml: ･′′ lOOkL,＼, ′′

同様に 44keV は

!-J ‥i. 1･ . I ･､.

ただ し,M言4 :ソフ トテ ィッシュの 摘 eV の質量吸収

係数 (cm2,/g)

44 :骨の 4兆eV の質量吸収孫数 (cm2/g)IEl_I

この 2式 より llを消去 し
.Ill i(1tl 4-1

日 一一 ∴ .日 ､ '' . . ■

汐)より得 られる数値を ki,k2とすると

丸鋸M-抽 (IiOO/I三脚ト k21m(Ⅰ44/i芸4)

とな り,‡芸4,Ⅰ44,Ⅰ去拙 および Ⅰi00 を計測すれば求めら

れます. この検出方法を D.P.A.法といいます.

ソフ トテ ィッシュ (水と等価)

lOOkt､＼744keV

図 1

[結果および考察]

検査時の被曝線量は約 1mR/直径 25cm 円形 となっ

た.

再現性は入庫で CV-2.0-4.1%,ファソ ト-ムで CV

-0,67% とな り,大体で変動が大 きくなっているのは,
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腺管内ガス及び呼吸等をこよる体の動きが影響 していると

考えられた.

測定値は洋服等にはあまり影響をうけず,濃ゼラップ,

プラスチックボタンの影響 も少なくなっている. しかし

金属ボJLJン1二は強 く影響 され. BMl) (tl(lne l11itlt･,t･Ilt

dens蝕y)値は高 く出るので測定時にはこれらを除外す

ら.

体摩により㌢線の吸収,散乱が徽妙をこ変わるのでをの

影響を見ると,体厚 20-30cm では良 i補正 されて い

封 八 15川1(･')薄い所で｣紺も鋸 こLEilる傾向があ-､た. メ1-

13-で旦)15-30cln を測定可能範囲としており.体厚

の薄い小児では正確な値の算出は難しいと思われた.

陣樵LIT)Lベ′L別 BMD 値は各 しべ′しにより異左り.

全体的傾向としては下位 しべ′して BMD 値は高 く左ろ

焼肉をこあった.

[鑑/em望〕と各年代で男性が高かった中

東装匿は資産 して骨髄慶の測定 ができることが確認さ
れた.

: ∴ L',･ I:I.!~1'､,l '/ '. :･- 11 ･

アイソザイムの分別定義による加齢変化 と臨 床 応 用
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ChangesofSerum lJiverandBoneAlkalinePhosphatase

withAgeandClinicalApplicationsofWheatGerm

Agglut･ir)iIIAffinityElectrophoresis

TomomilくUWANAIln(10samuSU(itTA

Lk7PaJ.tmento/1,(】boT･at(.)r二VDt'(lLgnOSti,cs,NL-igata

L･.Tnt',uE･r･S恒′Schoolo/AIt/,dt-cine

･､.Dt+ect()㍗:PT･O/_Min,()nLrノIKノITjl)

Thereare∩.1ultipleformsofhumanalkalinephosphataseinserum,soitisneces-

sary todt!terminewhichorganisconcernedWhenanelevat-ion()falkalinephosphatase

activityisdet･ected. Electrophoresisiswidelyusedforthispurpose.bul′theoverlapp-

ingofliverandboneisoenz.ymesmakesitdifnculttodifferentiatewhichoftheseis

elevated.

Wheatgerm agglutininafrlnityelectrophoresisclearlyseparatest･heliverandbone

isoenzymeI)ands.andweemployedthismethodtodeterminet･heChangesofeachiso-

enzymeactivit･ywithagefindsexintheserum ofhealthysubjects. Accordimgt()Our

results,liverisoeIIZymelevelsgraduallyincreasedwithageinbothsexes. liowever.

boneisoenzylnelevelsshowedasexdifference. lnmales,theleveldecreasedwit･hage
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